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　あの歴史的な3月11日、東日本大震災からちょうど1年を経過した。未だに行方が分からない方も含めて約2万人の方たちが亡くなられ、被災に遭い自分の住んでいた家に帰れない方々が30万人を超している。心から犠牲者にお悔やみを申し上げるとともに、被災にあわれた方たちに対してお見舞い申し上げたい。と同時に、公務員として危険を顧みず、人々の救助や防災活動に従事して命を落とした方々も忘れることはできない。

■脱原発の社会運動、中沢新一さんのグリーン・アクティブに注目

 さて、一周年となる3月11日をどのように過ごしたらよいのか、自問していた時「一休会」という昭和19年生まれの仲間が作る会合の中で、加藤登紀子さんから日比谷公園で「ピースオンアース」という集会があるという情報があり、その集会に出ることにした。

ちょうど5時過ぎ、日比谷公園に到着したとき「2012年ポスト311の未来へ」と題してトークとライブが始まり、加藤登紀子さんや鎌田實さん、中沢新一さんに坂本龍一さんなど多彩な方たちが集まり、脱原発を訴えておられた。

特に注目していたのは、中沢新一さんで、雑誌『すばる』に原発問題を中心にしたエネルギーの大転換を提起され、昨年11月には、日本版みどりの党を結成するという触れ込みだったのだが、党ではなくグリーン・アクティブという形で運動を推進していくことになったようだ。今後どのような運動を展開していくのか、大いに注目したいと思う。

当日集まったのは主催者発表で14,000人で、組織動員ではなくインターネットを中心にした口コミなどを通じて、自発的にこんなにも多くの方たちが集まったことに大きな意義がある。日本国内でも福島県の郡山での集会をはじめ、大阪や名古屋をはじめ原発の存在する県での集会が開催され、さらに全世界での脱原発集会も繰り広げられるなど、グローバルな運動として展開され始めている。

今後の脱原発の社会運動がどのような広がりを示すことができるのか、自らの問題として受け止めつつ、注目していきたい。

■昨年の3月11日、自分の記憶について振り返る

　さて、自分の一年前の3月11日の記憶をたどってみたいと思う。午後2時46分、ちょうど車に乗って新潟行き上越新幹線に乗るべく、東京駅へ車に乗って向かっていた。

地震による大きな揺れを感じたのは、祝田橋の交差点を過ぎて日比谷に向かう途上であった。その2~3秒ぐらい前だっただろうか、携帯電話がけたたましく鳴り、「緊急地震速報です」を繰り返したことを覚えているのだが、どのように対処してよいかわからず、自動車も大きな揺れの中を止まることなく、ややスピードを緩めて徐行運転したように思う。

日比谷の交差点近くの信号機も大きく揺れ、道路の路面が波打っていることを何故か鮮明に記憶している。これは相当大きな地震だな、と思ったが、なにせどこが震源でどのくらいのマグニチュードかもわからない中、とにかく東京駅に行って新潟へ行く新幹線が動いているのかどうか確かめようと思って車を急がせた。

丸の内の界隈の路上には、多くのサラリーマンの方たちが高層ビルから外に飛び出して溢れており、車の行く手も大変な混雑で、ようやくの思いで東京駅にたどり着いたが、予想通りJRは全線運行ストップとなり、再び待たせていた車に飛び乗って官邸に舞い戻ったのだ。

そこで、テレビを見て大震災による津波が押し寄せている生の映像を見て、いったいこれは何が起こったのか、どこまで被害が広がっているのか、これからどうしたらよいのか、余震の揺れが起こるたびに東京は大丈夫なのか、などと心配しつつ官邸で夜遅くまで過ごし、深夜になって地下鉄が動き始めたことを知り、日付が変わる中で、やっとの思いで宿舎までたどり着いたという一日であった。

東京で直下型の大地震が襲った時、相当厳しい環境の中で対処せざるを得ないことを経験させられた一日でもあった。

■「戦後」から「震災後」へ、歴史の基準の転換へ

   その間、福島第一原子力発電所に地震と津波によって大事故が起こっているという報道に接し、後に全電源が津波によって停止したということを知り、原子力発電所の事故が心配になったものの、まさか、チェルノブイリ級のレベル7になろうとは、最初の官房長官の記者会見からは想像すらつかなかった。

事実は、日ごとに状況が厳しくなり、今日に至るまで原子炉内部がどのようになっているのか、完全にはつかめていない。

まことに日本の歴史にとって、記録すべき一日となったことは間違いない。おそらく、今後は、「戦後」という言葉は死語になり、「震災後」という言葉が、これから歴史を語る際の枕言葉になるのではなかろうか。

気になるのは、昨日の記者会見でも野田総理が原発再稼働について言及されていることだ。国民的な論議を呼ぶ難問になることは間違いない。

■『文芸春秋』4月号にみる三人の元総理発言について

　さて、話を政治に転じてみたい。最新号の月刊誌『文芸春秋』4月号に、歴代の3人の総理大臣を登場させ、ジャーナリストの後藤謙次氏にインビューさせている。

三人の元総理とは、中曽根康弘、村山富市、麻生太郎の三人であり、それぞれ今の政治の現状に対するなかなか興味深いやり取りとなっている。特に、中曽根元総理はやはり老獪で、野田総理に対して「説得力」より「耐久力」が持ち味と、やや達観された見方をしている。また、野田総理が岡田副総理を起用したことに対して「面白い人事をやったな

と思いましたね。…期待しています」と評価していたのだが、その理由は述べられていない。

また、小沢一郎氏に対して、「当面は野田政権を助けて、次の総選挙で自らの派を拡大する」とみているのだが、やや小沢氏の現実の言動とのかい離があるように思われる。何か、根拠があるのだろうか、気になった点である。他方、村山元総理については、社民党の主張を前面に出しすぎて野田総理の批判を展開されているのがやや気になる。

自分が総理になる時の社会党の基本路線である、日の丸・君が代や自衛隊違憲論などに対して割り切った発言には、その後社民党が再び先祖返りしただけにやや違和感が残った。

また、麻生元総理に就いては、彼の総理在任期が2008年から09年という比較的歴史が近いせいか、結局解散・総選挙を任期満了までずるずる引き伸ばした政権だった、という感がぬぐえない。

当のご本人は、「リーマンショック後の日本経済だけでなく、世界経済の危機を解決するためには解散・総選挙を引き延ばす以外にない」という説明だが、やや牽強付会という感じがぬぐえなかった。

■読売渡邉恒雄会長・主筆の「船中八策」

　同じ『文芸春秋』には、読売新聞会長でもある渡邉恒雄主筆、産経新聞の田村秀男特別記者で編集委員兼論説委員、毎日新聞の倉重篤郎論説委員長の三名が、「大新聞『船中八策』競作」と題して、それぞれの立場で問題提起をしている。

残念ながら、朝日新聞と日経新聞が参加していないのだが、それぞれが社の立場を代表して特色ある提言を提起している。読売の渡邉主筆は、「日本を蝕む大衆迎合政治」と題して少し長い論文となっているのだが、野田総理の政治姿勢に対して評価し、特に「社会保障・税一体改革」に政治生命をかけていることにも高く評価している。

注目したのは、2007年の大連立について自らが画策したことを認めつつ、大連立をしたら何をするのか、について福田元総理の回答である。

福田氏は「超党派で社会保障国民会議を作ります」と言った、とされているのだが、かつて森喜朗元総理が日経新聞紙上(2011年10月7日付夕刊)で発言した時には、その発言は小沢一郎氏が発言したと言っており、微妙に食い違っているのが気になった。いずれにせよ、渡邉主筆は、大連立が失敗した「この5年間は時計の針が止まっていたともいえる」と主張されており、その通りだと頷かざるを得なかった。かえすがえすも悔やまれる5年間であった。

■橋下大阪市長の発言にヒトラーのにおいを感じた渡邉会長・主筆

　さらに、渡邉主筆が指摘したことで一番感心したことは、橋下大阪市長の次の発言に対する厳しい指摘である。

すなわち、「選挙では国民に大きな方向性を示して訴える。ある種の白紙委任なんですよ」(2月12日付朝日新聞)という発言に対して、アドルフ・ヒットラーを想起させると批判する。ヒトラーが政権を握ったとたんに「全権委任法」を成立させ、ファシズムに向けて動き出したわけで、橋下市長に対してその危険性をかぎ取っている。そのとおりであり、われわれは、最大限の警戒を持って対峙していく必要がある。
